
      道教委では、児童生徒仲良しコミュニケーション奨励事業として、これまで「どさんこ☆全道サミット」
を開催してきました。全道サミット開催後には、「どさんこ☆地区会議」を開催し、各管内で多くの子ども

たちがいじめをなくすための取組について議論してきたところです。昨年度は、日高管内の地区会議を、11

月３日（土）に開催し、「環境づくり」・「気持ち」・「発信」・「交流」をキーワードに、各学校において取組

を推進することを決定しました。それぞれキーワードを踏まえて各学校で取り組まれたことの中から、取組

の参考となる事例をまとめましたので参考にしてください。                三石小学校では、法務局の人権擁護委員による人権教 

室を実施しました。 

ビデオを視聴し、登場人物の言動を通じ、いじめのな 

い環境をつくり出すには、一人一人がどのようなことに 

心掛けて生活しなければならないのか、意見を交流し、 

認識を深めました。 
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北海道教育委員会 児童生徒仲良しコミュニケーション奨励事業 

北海道教育庁日高教育局 令和元年７月   ■日   時 平成30年８月９日（木）～10日（金）        

■場   所 北海道立青少年体験活動支援施設ネイパル砂川 

■参 加 者 日高管内から浦河高校２年生が2名参加 

■決定事項  オール北海道共通テーマ 

        「他者の価値観を理解し、地域全体で交流を生みだしやすい環境をつくろう！」 

 

どさんこ☆全道サミット 

■日  時 平成30年１１月3日（土） 

■場  所 北海道浦河高等学校、北海道平取高等学校 

（２校をテレビ会議システムで接続） 

■参 加 者  日高管内の小・中学生、高校生61名参加 

■決定事項 日高管内いじめ根絶に向けた行動宣言 

        日高管内 どさんこ☆地区会議  行

動

宣

言 

新ひだか町立三石小学校の取組 
関係機関と協力して、人権という視点からいじめを考える 

＜成果＞ 

★人権擁護委員による授業を通じ、「いじめは絶対に許さない」

という意識が一層高まりました。 

平成 30年度 児童生徒仲良しコミュニケーション奨励事業の概要 



                          
 静内農業高校では、｢エンジェルワード推進運動｣を実 

施しています。全校生徒で、言われて嫌な言葉を相手を 

思いやった言葉や相手が言われて嬉しい言葉に言い換え 

ることはできないか考え、考えた結果をエンジェルワー 

ドとしてまとめ、相手を思いやった声かけができるよう 

確認しあいました。 

堺町小学校では、｢堺小ハッピーボール計画｣と題して、児童が他の 

児童からの｢優しさ｣ や｢思いやり」に触れた出来事や自身の成長を感 

じた出来事をハート型のカードに記入し、掲示コーナーに貼りました。 

 貼られた紙の枚数に応じて、書記局が箱にボールを入れ、全校の児 

童に到達状況が見えるように工夫したり、毎週木曜日のお昼の校内放 

送で、カードに書かれた内容を全校児童に紹介したりしました。 

 えりも中学校では、えりも高校生徒会を招き、「いじめ撲滅集会」 

を開催しました。 

 集会では、中学生と高校生が合同で「いじめ撲滅宣言」の採択と表 

明を行うとともに、卒業生から寄贈されたピンクの Tシャツを全校生 

徒が着用し、いじめの撲滅に向けて気持ちを一つにしました。 

 また、えりも高校の学校祭には、えりも中学校生徒会が参加し、い 

じめの防止を訴えるなど中・高が連携した取組を推進しています。 
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北海道静内農業高等学校の取組 

相手を思いやる声かけとは何かをみんなで考え実践する 

浦河町立堺町小学校の取組 
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 優しさや思いやりに触れた出来事を形にして発信する ＜成果＞ 

★全校生徒が、心掛け一つで、相手を思いやる言葉掛けができることを再認識できました。 

＜成果＞ 

★他者からの「優しさ」や「思いやり」に気付け、認め合う雰囲気が醸成されました。 

交
こう

 流
りゅう

  えりも町立えりも中学校&えりも高校 

＜成果＞ 

★学校内にとどまらす、地域からいじめをなくそうとする意識を育むことができました。 

いじめ撲滅に向け中学校と高校が連携し交流する 
令和元年度（2019年度）の児童生徒仲良しコミュニケーション奨励事業は詳細が決定したのち、

各道立学校及び各町教育委員会にお知らせします。 

日高教育局は、児童生徒が主体となったいじめの未然防止のための取組を応援します！ 


